上牧町の改革と市制の実現をめざして　　　　　　　第２３号　２００１年１月
 eq \o\ad(堀内英樹,　　　　　　　)
 eq \o\ad(を支持する会,　　　　　　　)
   eq \o\ad(新世紀を迎えました,　　　　　　　　　　　)
　　超高齢社会、社会不安、環境破壊、政治不信など、

　　みんなで助け合い、ともに生きて行きたいものです。

　　今世紀も、どうぞよろしくお願い申し上げます。
いま上牧町は、そして

☆人口増加は横ばい、高齢化が進行している
· 我が上牧町は、1971年（昭和46年）に人口増加率で日本一になりました。

30年を経て、2000年10月末の人口は24,746人、高齢化率（人口に占める

65歳以上の割合）が13.4%になりました。

· 人口構成は、子どもが減少し、高齢者が増える典型的な高齢化です。現役の

給与所得者が、年間10人に１人の割合で年金受給者に変わっています。

· 全国の高齢化率は17.3%です。上牧町が５年程度遅れて全国平均を追う形と

なっています。10年後には人口そのものが減少することも予測されます。

☆財政事情はますます悪化し、限界に達している
· 前号で、町の地方債残高が170億円（今年３月末見込み）になるとお知らせ

　　しました。町税の年額が約20億円であり、金利込みで10年分に相当します。

· 町税の56%を占める個人分が、平成10年度からの３年間で2億5,200万円、

年間平均で8,400万円ずつ減少しています。高齢化が税収入にも大きく影響

しており、この傾向は景気動向と別に今後も続くと考えられます。

☆町政の“方向転換”を求め、杉田町長と一問一答

· 文化センター、第３小学校、2000年会館、小集落地区改良など大規模な公共

事業を行うとして、借金を重ねてきましたが、もはや体力の限界です。

· これからの町政は、福祉、教育、環境、安全など足元をしっかりと見つめる

こと、同時に財政の原理原則である「入るを　量りて、出ずるを制す」こと、

つまり“身の丈に合った”行財政運営が、どうしても必要です。

· 今後の上牧町の方向づけについて、再出馬の杉田町長と12月定例議会の一般

　質問で、約45分にわたり一問一答を行いました。（２、３面に掲載）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　議会議員　 eq \o\ad(堀内英樹,　　　　　　)
　　呼びかけ：身の丈に合った行財政運営を！
杉田町長と一問一答

上牧町を取り巻く情勢は、実にきびしいものがあり、町民は

それぞれに先行き不安を持っています。いま大事なことは、将来に

希望が持てる町にすることであり、そのために、しっかりとした

“政治”が何よりも必要です。町長は、リーダーシップを発揮し、

町の方向付けを骨太にやって頂きたいのです。─ 堀内の提起・質問：Ｑ ─

☆選挙公約は99%果たした ─ 町長の答弁：Ａ ─
Ｑ選挙公約に照らして、事業や施策は遂行したか。

Ａ“愛のある美しいまちづくり”をテーマに進めてきた。2000年会館の

　建設を頂点に、第１保育所新築移転、学童保育教室整備、生活環境事業

（下水道、焼却場整備、小集落地区改良）、バリアフリー対策、医療費助成、

　障害者施策、町民サービスコーナー設置、情報公開実施などである。

Ｑ町長就任時に比べて、地方債が44億円、35%も増えたが⋯

Ａ税収が落ち込んでいるが、何とかうまく持って行きたい。歳入は限られて

　いるので、要らんものは削って行くしかない。住民の要望に応えながら、

　財政を安定させて行く。町税徴収率の向上や受益者負担の見直しも必要だ。

☆引き続いて“愛のある美しいまちづくり”を目指す

Ｑ町長は、今後どのような上牧町を目指すのか。

Ａすべての人にやさしく、いつも元気に暮らせるまちづくり、安心して子ども

を育てられる、心安らぐ美しいまちづくりをして行く。住民の声を聞いて

執行できる組織づくりや職員の意識改革に取り組む。

Ｑ住民の意見をよく聞くことは大切、それを「自治基本条例」にしては⋯

Ａ「自治基本条例」は考えていない。まちづくりの考え方としては、基本構想

　にある「サンシャイングリーンベルト」や「パークタウン」を進める。　
☆徴収担当部門を設けて、税収入の確保を図る

Ｑ町民は、町財政に不安を抱いている。財政改革に取り組む方針は何か。

Ａ徴収担当部門を設けて、滞納整理と税収入を確保し、財源の向上を図る。

Ｑ松戸市の財政改革計画に習い、身の丈にあった行財政運営に舵を切っては

Ａ一つの方法として、参考にする。

☆３町合併が、一つの方法としてよいのではないか
Ｑ市町村合併の動きが強まっている。町長の考えを聞きたい。

Ａ王寺周辺７町の合併は理想であるが、いろいろ弊害もある。上牧町の発展は

　合併がベターであり、基本的には前向きに進めて行きたい。
　　呼びかけ：「住民が主人公・行政は裏方」は、地方自治の精神！
☆同和対策事業は、13年度で基本的に終了する
Ｑ13年度で「地対財特法」が期限切れとなる。一連の同和対策事業は⋯

Ａ13年度の法期限切れで、同和対策事業は基本的に終了する。小集落地区改良、

　同和減免、補助事業も同様に一般施策に戻す。21世紀は人権の時代であるが、

　　差別はいぜん残る。精神・心の問題として、啓発を中心に取り組む。

☆住民の意見をよく聞いて、町政運営にあたる
Ｑ上牧町の資源は豊富な人材である。住民参加をどう計るのか。

Ａ住民の意見をよく聞きたい。いままでも役職とは関係なく、専門家や意見を

持っている人で審議会などをやってきた。男女共同参画を進めるため、委員

の半分は女性にしたいと考えている。

☆あくまでも公正な町長選挙をしたい
Ｑ選挙は、公正さが生命である。公職選挙法を遵守した町長選挙のあり方は⋯

Ａあくまでも公正な選挙をしたい。私には金を使いたくても使えない。

Ｑ公正な選挙と政策提言は、町長としての信頼性と指導力につながるが⋯

Ａその通りにしたい。寄付行為については、当然に法律違反である。

★町長答弁についての、私（堀 内）の感想
♢町財政の現状をきびしく認識している点は評価できます。ただ財政改革に

ついては、町税徴収率の改善や受益者負担の見直しに止まり、具体的な

目標を設定して、歳出構造そのものに果敢に切り込む方針が不明確です。

♢まちづくりの考え方として、「サンシャイングリーンベルト」や「パーク

　タウン」といったハード事業に重点が置かれています。安心して暮らせる

　コミュニティづくりなどソフト事業に移行すべきです。“住民要望に応える

　ために借金が増えた”はもはや言い訳に過ぎず、とても通用しません。　

♢住民と行政の関係についての議論は、平行線でした。町長からは、2000年

　会館のデザインや名称など住民の意見を聞いてきた、との答弁がありました。

私はもっと踏み込んで“住民が主人公で、行政は裏方”でなければならない

と考えています。「自治基本条例」は、その制度化にほかなりません。
★今回の町長選挙についての、私たちの見解

♢平成９年３月の町長選挙は、故武安町長の死去に伴うものでした。前回私

　たちは、上牧町の改革を訴えて候補者を立てたことから、今回もそれを求

める声が多く寄せられました。結論は、候補者を立てることを見送りました。

♢上牧町はいま多くの行政課題を抱えながら、その一方でかってない財政難に

直面しています。また町長の業績評価は、１期４年では無理があることなどの

状況があり、この時期に次元の低い選挙をやるべきではない、との考えです。

市町村合併の動き、強まる

「市民のこえ」で“合併と市制を考える”（５回シリーズ）を連載

してから、はや３年が経過しました。ここへきて、市町村合併をめぐる

動きが急速に強まっています。市町村合併には、利点・問題点があり、

住民に賛成・反対・慎重論などさまざまな意見があることは確かです。

みんなで十分に議論を重ね、住民の総意で選択することが大切です。

◆“合併は必要”が上牧町で89.3%、県で最多

平成11年3月に奈良県の研究事業として行われた世論調査です。県平均

（29.3%）の３倍もある数字の意味は何か、よく分析する必要があります。

◆市町村数を３分の１以下に、政府「行政改革大綱」で決定

　12月1日の閣議で、市町村数3,229を1,000程度にする方針を決定しました。

　政府として、これを実現させる一連の施策に取り組むことになりました。

◆合併手続きに住民投票制度を導入、市町村合併特例法改正を提出へ

　有権者の50分の1以上の署名で市町村長に請求する「合併発議」の制度が

　あるものの、首長や議会に阻まれてきました。通常国会での改正は、議会で

　否決された場合に住民投票を行うもので、その効果が期待されています。

★ 議会の動き ─ 12月議会での全員協議会から ─
◇議会の情報公開は、４月からスタートすることになりました。町の情報公開は

　昨年10月から始まっていますが、この３月議会で条例を改正し、議会を実施

　機関に加えることになりました。議会公開に大いに活用してください。　

· 常任委員会（総務、文教厚生、産業建設）と特別委員会（予算、決算ほか）に

ついて、本会議と同じく議事録が作成されており、議会事務局と図書室（文化

センター内）でも閲覧できるようになりました。委員会は本会議と違って、

具体的で詳細な審査が行われており、ぜひ閲覧してください。

· 堀内から、一連の「議会改革について」の提案をしました。特に“議員政治

倫理条例”については、近隣議会の動向も調査し、検討を始めることになり

ました。議員間で意見が分かれる課題でもあり、注目してください。
	　 12月議会の報告をお届けしました。

　　　活動報告の“出前”を、さらに拡げます。

　　　例えお一人でも、日時をご相談し、お伺いします。

　　　情報公開など、何でもけっこうです。ご連絡ください。

　    電　　 話     eq \o\ad(32-0022,　　　　　)
　　  ファックス     eq \o\ad(33-2258,　　　　　)　　　議会議員　堀　内　英　樹
　　  電子メール     eq \o\ad(horiuti@lint.ne.jp,　　　　　　　　　　)　  上牧町桜ヶ丘１-18-１


　　おことわり：古紙１００％の再生紙を使っております。少し読みづらいですが、ご理解ください。
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